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 氏 名 D o n p a p o b  M a n e e 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、気象・水文観測データを用いてダム貯水池運用に関連する水文量の長期的変化傾向
を統計的に分析するとともに、数値気候モデルによる地球温暖化時の将来気候推計情報を用いて
タイにおける主要大ダムのダム流入量とダム貯水量を予測し、ダム貯水池操作への影響を分析し
たものであり、主な研究成果は以下のように要約できる。 
１）タイの主要大ダム５流域を対象とし、気温、降水量、ダム流入量およびダム放流量の長期観
測データを分析して、これらの水文量の長期的変化傾向を統計的に分析した。その結果、気温に
ついてはほとんどの流域で上昇傾向にあること、降水量についてはブミポンダム流域の一部の観
測地点で減少傾向にあり、それ以外では増加傾向が見られること、これらの気象データの変化と
整合して、ブミポンダムでは年間を通じてダム貯水量が減少傾向にあり、貯水池運用ルールカー
ブの下限以下となる積算不足水量が増加傾向にあること、北部・中部のダム流域では乾季にダム
貯水量が減少し雨季に増加する傾向があること、西部に位置するダムは特に雨季のダム貯水量が
増加し、貯水池運用ルールカーブの上限を超える積算余剰水量が増大することを明らかにした。 
２）上記の５つのダム流域を対象として河川流シミュレーションモデルを開発し、海水表面温度
の異なる４つの気候モデルの将来気候推計情報を入力値として気候変動シナリオのもとでのダム
流入量を予測し、現在との比較を行った。その結果、タイ北部・中部にあるダムは、どの気候モ
デル出力を用いても雨季はダム流入量が増加し乾季は減少する傾向にあることを見出した。 
３）ダム流入量予測値の不確かさを減じるために、ダム流入量のバイアス補正手法を検討した。
気候モデルの現在気候実験データと観測値を用いて複数のバイアス補正手法を比較し、観測流量
と計算流量とのクオンタイルの差を月ごとに補整するクオンタイルマッピング補正手法とガンマ
分布を用いたクオンタイルマッピング補整手法が高い補整能力を持つことを見出した。 
４）シリキットダムを対象としてニューラルネットワーク手法を用いたダム放流量予測モデルを
構築し、バイアス補整した予測ダム流入量を用いて気候変動シナリオのもとでのダム貯水量の将
来変化を分析した。その結果、乾季のダム貯水量が減少し雨季に増加する傾向があること、この
分析結果は、観測データから見られる傾向と整合することと見出した。 
以上のように、本論文は、気象・水文観測データを用いてダム貯水池運用に関連する水文量の
長期的変化傾向を統計的に分析するとともに、数値気候モデルによる地球温暖化時の将来気候推
計情報と河川流シミュレーションモデルを用いてタイにおける主要大ダムのダム流入量とダム貯
水量を予測しダム貯水池操作への影響を分析したものであり、学術上、実際上寄与するところが
少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成２８年７月２５日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期
課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
